
かしわ市議会だより 平成27年２月１日（４）第205号

※１ 柏市建築物環境配慮制度=環境性能の優れた建築物を整備・促進することを目的に、建築主の環境配慮に関する自主的な取り組みを促すもの。
※２ スクールソーシャルワーカー=教育の分野や社会福祉に関する専門的な知識や技術を有し、いじめや不登校などの課題解決を図る人材。

日

下

み

や

子

●
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

5

本
市
の
国
民
健
康
保
険
料
の
延

滞
金
徴
収
額
が
県
内
で
飛
び
抜
け
て

高
く
、
し
か
も
一
世
帯
当
た
り
の
金

額
が
他
市
よ
り
も
高
い
の
は
、
長
期

分
割
納
付
の
人
の
延
滞
金
が
ど
ん
ど

ん
膨
ら
ん
で
い
く
か
ら
だ
。
本
料
の

納
入
を
優
先
し
、
延
滞
金
の
膨
ら
み

を
抑
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

6

原
則
２
年
以
内
の
完
納
を
基
本

に
本
料
優
先
で
充
当
し
て
い
く
。
一

括
で
払
え
る
人
は
法
に
照
ら
し
て
延

滞
金
を
減
額
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

5

２
億
５
８
０
０
万
円
の
延
滞
金

徴
収
額
が
あ
る
が
、
ど
の
く
ら
い
の

人
が
、
ど
の
く
ら
い
長
期
に
滞
納
し

て
い
る
か
把
握
し
て
い
る
の
か
。

6

把
握
し
て
い
な
い
が
、
平
成
10

年
代
か
ら
の
人
や
そ
れ
以
前
も
い
る
。

昭
和
か
ら
の
人
は
見
て
い
な
い
。

●
下
総
基
地
対
策
に
つ
い
て

5

25
年
度
の
下
総
基
地
の
騒
音
へ

の
苦
情
が
本
市
は
鎌
ケ
谷
、
白
井
よ

り
大
変
多
い
。
環
境
基
準
の
指
定
地

域
以
外
の
地
域
で
も
騒
音
測
定
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

6

基
地
直
近
の
高
柳
測
定
局
以
外

は
環
境
基
準
の
超
過
が
見
ら
れ
な
い

の
で
、
新
た
な
地
点
で
の
測
定
の
必

要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

●
沼
南
公
民
館
の
維
持
存
続
を

5

沼
南
公
民
館
の
近
隣
セ
ン
タ
ー

化
は
地
域
に
構
築
さ
れ
た
活
動
を
後

退
さ
せ
、
社
会
教
育
・
生
涯
教
育
を

後
退
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

6

現
在
の
利
用
団
体
が
継
続
し
て

使
え
、
今
以
上
の
利
用
が
進
む
よ
う

関
係
部
署
と
十
分
協
議
す
る
。
ま
た
、

地
域
に
根
差
し
た
講
座
や
人
づ
く
り

を
移
行
後
も
実
施
し
て
い
く
。

武

藤

美

津

江

●
就
学
援
助

5

校
外
学
習
費
、
修
学
旅
行
費
に

限
度
額
を
設
け
、
約
半
数
の
学
校
で

新
た
な
保
護
者
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

実
費
支
給
に
戻
す
べ
き
で
は
。

6

上
限
額
の
廃
止
を
当
面
は
考
え

て
い
な
い
。
極
力
上
限
額
の
範
囲
内

で
、
各
学
校
が
自
主
性
を
持
っ
て
宿

泊
学
習
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
上
限

額
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

5

生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、

実
費
支
給
を
す
べ
き
で
は
。

6

そ
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

5

平
成
27
年
８
月
か
ら
、
現
物
給

付
で
窓
口
の
負
担
が
ゼ
ロ
に
な
る
か

と
思
っ
た
ら
３
０
０
円
の
負
担
。
今

ま
で
ど
お
り
自
己
負
担
を
し
な
い
よ

う
県
に
強
く
求
め
る
べ
き
で
は
。

6

先
行
し
て
い
る
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
踏
ま
え
、
現
物
給
付
化

に
よ
り
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
、

受
益
者
負
担
の
考
え
方
や
財
政
状
況

な
ど
か
ら
、
県
と
同
様
の
負
担
額
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
高
齢
者
支
援

5

介
護
保
険
給
付
か
ら
要
支
援
者

の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
を
外
す
と

し
て
い
る
。
要
介
護
認
定
申
請
を
抑

制
し
、
総
合
事
業
を
誘
導
す
る
よ
う

な
窓
口
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
要
介
護
認
定
の
省
略
が

可
能
と
な
り
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
だ

け
の
判
断
で
要
支
援
者
を
減
ら
し
て

い
く
狙
い
が
あ
る
が
、
介
護
認
定
を

現
状
ど
お
り
行
う
べ
き
で
あ
る
。

6

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
要
介

護
申
請
の
受
け
付
け
を
行
う
。
制
度

移
行
に
当
た
っ
て
は
研
修
を
行
い
、

体
制
整
備
に
努
め
て
い
く
。

渡

部

和

子

●
市
立
柏
病
院
建
て
か
え

5

平
成
26
年
11
月
24
日
の
市
民
説

明
会
で
は
移
転
反
対
が
圧
倒
的
多
数

だ
っ
た
。
移
転
方
針
は
撤
回
す
べ
き
。

6

苦
渋
の
選
択
と
し
て
柏
の
葉
へ

の
移
転
を
示
し
た
。
引
き
続
き
説
明

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

5

親
子
で
遊
び
、
体
験
で
き
る
農

園
の
取
り
組
み
を
。

6

耕
作
放
棄
地
な
ど
を
活
用
し
て
、

積
極
的
に
進
め
た
い
。

5

高
齢
者
の
体
験
を
伝
え
る
世
代

間
交
流
の
場
づ
く
り
を
。

6

手
賀
沼
周
辺
で
農
業
の
拠
点
を

つ
く
り
、
そ
こ
で
実
現
さ
せ
た
い
。

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

5

一
時
預
か
り
保
育
の
拡
充
を
。

6

検
討
す
る
。
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
所
や
体
制
は
つ
く
っ
て
い
く
。

政
策
の
判
断
が
で
き
て
い
る
か
。

6

重
要
だ
と
考
え
る
。
教
育
政
策

の
効
果
を
測
定
し
、
検
証
結
果
を
予

算
に
効
果
的
に
生
か
し
て
い
く
。

●
図
書
館
に
つ
い
て

5

小
中
学
生
向
け
の
本
や
学
習
支

援
な
ど
居
場
所
づ
く
り
を
。

6

図
書
館
と
学
校
の
連
携
を
進
め
、

図
書
館
で
も
支
援
し
て
い
く
。

●
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て

5

史
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
災
害

に
備
え
、
市
民
協
働
で
翻
刻
作
業
を
。

6

デ
ジ
タ
ル
化
は
必
要
と
考
え
る
。

市
民
と
の
協
働
も
検
討
す
る
。

●
職
員
の
残
業
に
つ
い
て

5

タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
業
務
の
改
善
を
す
べ
き
で
は
。

6

指
摘
の
と
お
り
取
り
組
み
た
い
。

●
公
用
車
の
事
故
対
策
に
つ
い
て

5

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用

し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

6

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
研
修
を
実

施
。
地
域
の
事
故
も
抑
制
す
る
。

●
小
学
生
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
、
農

動
機
能
向
上
や
口
腔
ケ
ア
・
栄
養
指

導
等
の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

●
生
活
・
環
境
に
つ
い
て

5

総
合
特
区
・
環
境
未
来
都
市
の

取
り
組
み
状
況
は
。
高
齢
者
の
住
ま

い
環
境
の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

6

総
合
特
区
の
進
捗
は
国
の
評
価

も
高
く
、
環
境
未
来
都
市
も
目
標
の

半
分
以
上
を
達
成
、
環
境
に
配
慮
し

健
康
長
寿
で
新
産
業
も
生
み
出
す
ま

ち
づ
く
り
を
産
官
学
民
連
携
で
進
め

る
。
高
齢
者
が
個
々
の
状
況
に
応
じ

て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
整
備
を
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
も
入
れ
て
進
め
た
い
。

●
安
心
・
安
全
に
つ
い
て

5

公
用
車
事
故
対
策
の
取
り
組
み

は
。

6

職
員
に
実
技
講
習
を
適
宜
受
講

さ
せ
、
平
成
26
年
11
月
か
ら
民
間
企

業
と
共
同
で
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
設
置
し
事
故
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

国
・
県
・
市
・
関
係
機
関
が
協
力
し

封
じ
込
め
る
体
制
を
整
備
中
で
市
で

も
訓
練
を
行
っ
た
。
重
複
受
診
に
よ

る
薬
剤
大
量
取
得
は
今
年
度
か
ら
デ

ー
タ
入
手
・
把
握
が
可
能
で
適
切
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
高
齢
者
の

半
数
は
最
後
ま
で
自
宅
で
の
生
活
を

望
ん
で
お
り
、
在
宅
医
療
や
介
護
、

多
種
生
活
支
援
が
必
要
で
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
連
携
体
制
づ

く
り
を
継
続
す
る
。
介
護
予
防
は
運

平

野

光

一

●
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
市
民
の
暮
ら
し

5

大
企
業
の
内
部
留
保
が
ふ
え
る

一
方
で
、
円
安
関
連
倒
産
の
増
加
、

非
正
規
雇
用
の
増
加
と
正
規
雇
用
の

減
少
、
実
質
賃
金
の
16
カ
月
連
続
減

少
、
消
費
支
出
の
７
カ
月
連
続
後
退

な
ど
、
日
本
経
済
の
状
況
を
示
す
主

な
デ
ー
タ
は
ど
れ
も
国
民
の
暮
ら
し

の
悪
化
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
を

示
し
て
い
る
。
市
長
の
認
識
は
。

6

「
第
一
の
矢
」
が
、
特
に
株
価

上
昇
が
景
気
上
昇
感
を
醸
成
し
た
。

株
式
所
有
者
の
資
産
効
果
も
大
変
大

き
い
。
初
期
段
階
で
は
完
全
に
評
価

で
き
る
。
実
体
経
済
へ
の
反
映
は
ま

だ
だ
が
、「
第
三
の
矢
」
で
長
期
的
に

実
体
経
済
を
成
長
さ
せ
て
い
く
の
が

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
。
踏
み
出
し
た
以
上

ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と
な
く
邁
進
す

る
し
か
な
い
と
考
え
る
。

●
教
育
の
政
治
的
中
立
性
の
確
保

5

独
特
の
歴
史
観
に
立
つ
歴
史
教

科
書
な
ど
の
採
択
を
狙
っ
て
日
本
教

育
再
生
機
構
な
ど
が
つ
く
っ
た
と
見

ら
れ
る
教
育
再
生
首
長
会
議
に
市
長

は
正
式
加
入
し
た
。
教
育
の
政
治
的

中
立
性
を
ど
う
確
保
す
る
か
。
教
科

書
採
択
へ
の
首
長
の
介
入
は
許
さ
れ

な
い
が
ど
う
か
。
市
長
が
設
置
し
招

集
す
る
教
育
総
合
会
議
の
原
則
公
開

と
会
議
録
作
成
・
公
開
を
文
部
科
学

省
通
知
は
求
め
て
い
る
が
市
長
は

ど
う
考
え
る
か
。

6

教
育
施
策
の
具
体
的
内
容
に
関

し
て
は
教
育
委
員
会
の
意
思
決
定
に

任
せ
る
。
し
た
が
っ
て
教
科
書
採
択

に
私
が
意
見
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は

な
い
。
総
合
教
育
会
議
は
議
員
が
話

し
た
よ
う
な
こ
と
が
前
提
な
の
で
、

そ
の
内
容
に
沿
っ
て
運
営
す
る
よ
う

努
力
す
る
。

し
て
い
く
。

5

移
転
予
定
地
は
こ
ん
ぶ
く
ろ
池

公
園
に
囲
ま
れ
た
良
好
な
住
環
境
保

護
地
域
。
７
階
建
て
、
２
９
２
台
の

駐
車
場
、
救
急
車
が
往
来
す
る
病
院

は
無
理
の
あ
る
計
画
で
は
な
い
か
。

6

大
き
な
問
題
で
は
な
い
。

5

県
は
2.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
分
割
し

て
は
売
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
。

6

病
院
に
必
要
な
の
は
1.5
ヘ
ク
タ

ー
ル
だ
と
県
に
伝
え
て
あ
る
。
残
地

の
取
り
扱
い
は
県
と
協
議
し
て
い
く
。

5

土
地
代
は
結
局
40
億
円
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

6

正
式
に
は
協
議
し
て
い
な
い
。

●
介
護
保
険

5

特
養
ホ
ー
ム
で
の
虐
待
の
苦
情

や
通
報
の
実
態
は
。

6

通
報
件
数
は
25
年
度
は
３
件
、

26
年
度
は
１
件
で
あ
る
。

5

虐
待
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
施

設
が
あ
る
。
理
事
会
が
機
能
す
る
こ

と
と
、
市
の
監
査
体
制
の
充
実
が
必

要
で
は
な
い
か
。

6

監
査
を
通
じ
て
理
事
会
の
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
。
ま

た
、
指
導
監
査
体
制
を
充
実
す
る
。

●
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
駐
輪
場

5

駐
輪
場
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

不
満
の
声
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。
今
後

ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
。

6

利
用
し
や
す
い
駐
輪
場
と
な
る

よ
う
、
柏
市
ま
ち
づ
く
り
公
社
に
働

き
か
け
て
い
く
。

長

瀬

慈

村

●
子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

5

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
現
状

は
。
学
校
や
保
育
所
等
と
地
域
と
の

関
係
を
よ
く
す
る
た
め
の
対
策
は
。

い
じ
め
問
題
対
策
の
取
り
組
み
状
況

は
。

山

下

洋

輔

●
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

5

組
織
を
横
断
し
て
取
り
組
む
た

め
の
体
制
づ
く
り
を
す
べ
き
で
は
。

6

担
当
部
だ
け
で
な
く
、
各
課
が

連
携
し
て
、
施
策
を
進
め
て
い
く
。

5

柏
市
建
築
物
環
境
配
慮
制
度

（
※
１
）
に
都
市
計
画
的
な
視
点
を
。

6

普
及
に
努
め
、
研
究
す
る
。

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

5

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
（
※
２
）
の
導
入
を
す
べ
き
で
は
。

6

必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
27

年
度
の
配
置
を
検
討
す
る
。

5

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施
校

や
対
象
学
年
の
拡
大
を
。
地
域
の
力

も
か
り
る
べ
き
で
は
。

6

ふ
や
し
て
い
く
。
地
域
の
協
力

を
得
て
進
め
て
い
き
た
い
。

5

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
教
育

6

子
育
て
家
庭
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
か
ら
核
家
族
化
や
地
域
交
流
希
薄

化
が
子
育
て
力
低
下
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
園
庭
開
放
や
世
代
間
交
流
、

待
機
児
童
解
消
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

や
新
制
度
に
よ
る
支
援
等
さ
ら
に
取

り
組
み
を
進
め
る
。
子
供
の
声
や
音

へ
の
苦
情
も
あ
り
、
よ
り
よ
い
教
育

活
動
に
は
地
域
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
、
交
流
し
信
頼
関
係
づ
く
り
に

努
め
る
。
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
を
発
足
、
第
三
者
の
意
見
を
取

り
入
れ
、
Ｅ
メ
ー
ル
相
談
や
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

●
健
康
・
福
祉
に
つ
い
て

5

エ
ボ
ラ
出
血
熱
対
策
の
現
状
は
。

睡
眠
剤
等
の
大
量
取
得
へ
の
対
策
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組

み
状
況
と
介
護
予
防
の
現
状
は
。

6

万
一
国
内
で
感
染
者
が
出
て
も

日
本
共
産
党

柏
愛
倶
楽
部

未
来
会
議
柏

市内に７カ所ある地域包括支援センター

公用車に設置されたドライブレコーダー




